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またっ子！

川俣陸走
※23ペー

ジ新コーナ
ー『まちれ

ぽ』を

　ご覧くだ
さい。※23ペー
ジ新コーナ

ー『まちれ
ぽ』を

　ご覧くだ
さい。

新



　

令
和
３
年
第
５
回
議
会
定
例
会
は
、

９
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
の
14
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
築
に
方
針
が
決
定
し
た
火
葬
場
整

備
の
た
め
１
億
円
を
基
金（
町
の
貯
金
）

に
積
み
立
て
る
経
費
や
、
移
住
者
等
に

対
す
る
交
付
金
の
経
費
な
ど
を
増
額
補

正
す
る
予
算
ほ
か
、
令
和
２
年
度
決
算

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
承
認
・
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

※
決
算
の
概
要
は
４
〜
11
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一般会計予算は95億64万8千円に

・定住の補正予算補正予算補正予算

　移住者に単身120万円の交付金ほか、移住定住
を推進する費用

　改築費用を捻出するため、火葬場整備基金に積
み立てる経費

1522万円 1億円

役場西庁舎内の移住定住窓口
（※事業受託の㈱ビジット東北のスタッフ） 想定される新火葬場の外観

移住定住交付金　ほか 火葬場整備・基金積立

移住・定住の推進など
4億6390万7千円を

増額
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9月議会
定例会 決算認定、移住

　商工会館を改修する商工会に対する補助金

　施設改修工事を実施するため、工事車両の通路
を整備する工事費

　中山工業団地（鶴沢字中山地内）を拡張するた
めの経費（測量設計）

　ワクチン接種を継続して実施するための費用

900万円

300万円

1908万円

1287万円
令和５年に開園予定のこども園のイメージ図

現状の中山工業団地
分譲地
拡張し、アサヒ通信
㈱が入居予定築47年が経過し改修予定の商工会館

※ワクチン接種状況は22ページをご覧ください

商工会館改修への補助

認定こども園改築のための準備経費

中山工業団地の整備

新型コロナウイルスワクチン接種事業
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●
議
案
第
68
号

公
民
館
使
用
条
例
の
一
部

改
正

【
概
要
】
中
央
公
民
館
改
修

中
の
間
に
使
用
す
る
仮
設
研

修
室
の
使
用
料
を
定
め
る
も

の
。

　
　
　

中
央
公
民
館
の
改
修

の
た
め
、
迷
惑
を
か
け
て
い

る
の
で
、
仮
設
研
修
室
等
の

使
用
料
を
無
料
に
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

改
修
の
計
画
に
沿
っ
て
、

計
画
的
に
周
知
し
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
使
用
料
の
ご

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

●
議
案
第
85
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算

【
概
要
】
※
２‒

３
㌻
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　

①
町
勢
要
覧
の
改
訂

内
容
は
。

●
議
案
第
74
号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

保
険
料
が
高
く
、
家

族
や
労
働
者
の
負
担

が
重
い
。
公
的
支
援
の
拡
大

を
望
む
。（
石
河
ル
イ
議
員
）

4

決算を認定決算を認定
歳入

歳出

118億2890万円

110億6134万6千円

繰入金　5億1552万5千円（4.3％）

繰越金　6億2848万5千円（5.3％）

町税　12億4028万7千円（10.5％）

使用料及び手数料
7788万4千円（0.6％）

寄附金
6536万8千円（0.6％）

分担金及び負担金
3284万3千円（0.3％）

財産収入
2017万2千円（0.2％）

地方交付税
30億6978万5千円（26.0％）国庫支出金

29億8612万2千円
（25.3％）

県支出金
11億4851万7千円

（9.7％）

町債
13億8095万7千円

（11.7％）

地方譲与税　8663万7千円（0.7％）

地方特例交付金　774万9千円（0.1％）

法人事業税交付金　1031万1千円（0.1％）　

地方消費税交付金
3億1998万5千円（2.7％）

その他交付金　1452万3千円（0.1％）

自主財源
28億431万4千円
　　（23.7％）

依存財源
90億2458万6千円
（76.3％）

歳　入
118億2890万円

諸収入
2億2375万円（1.9％）

　

決
算
審
査
は
、
集
中
的
に
審
議
す
る
目
的
で
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
行
い
、
そ
の
報
告
を
も
と
に

改
め
て
議
会
で
審
議
、
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
採
決
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
決

算
議
案
13
件
と
も
賛
成
多
数
で
「
認
定
」
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
討
論

反
対

反
対

質
問

質
問

補
正
予
算
審
議

答

●
議
案
第
73
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算

低
所
得
者
が
多
く
、

保
険
料
負
担
が
重
い
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

条
例
の
一
部
改
正

※
採
決
結
果
は
６
Ｐ
、
決
算
に
係
る
議
会
意
見
は
８
〜
11
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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②
商
工
会
へ
の
補
助
金
、
商

工
会
館
の
改
修
内
容
は
。

③
移
住
定
住
事
業
の
概
要
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
町
長
、
議
会
の
ペ
ー

ジ
、
国
勢
調
査
結
果
な
ど
を

更
新
し
、
年
度
内
発
行
予
定

で
す
。　
　
　
（
総
務
課
長
）

②
老
朽
化
し
て
い
る
外
壁
の

補
修
、
玄
関
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
行
う
改
修
事
業
に
対

し
、
補
助
い
た
し
ま
す
。

③
国
交
付
金
を
財
源
と
し
、

空
家
改
修
、
二
地
域
居
住
支

援
、
就
農
支
援
等
を
行
い

ま
す
。
国
交
付
金
の
対
象
要

件
を
満
た
さ
な
い
移
住
者
に

は
町
の
経
費
で
支
援
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
数
件
分
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。　
（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
火
葬
場
改
修
は
令

和
６
年
度
着
工
、
７
年
度
完

成
の
計
画
だ
が
、
早
く
で
き

な
い
の
か
。

②
ふ
も
と
が
わ
団
地
ほ
か
、

町
営
住
宅
の
空
き
室
の
状
況

は
。
活
用
策
の
検
討
は
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

①
住
民
説
明
会
後
に
、

方
針
を
正
式
決
定
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
際
に
精

査
し
検
討
し
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

②
全
体
で
40
戸
程
度
が
空
い

て
い
ま
す
。
恒
常
的
に
空
き

室
が
出
る
よ
う
な
ら
、
用
途

変
更
を
検
討
し
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

①
不
動
産
鑑
定
す
る

公
共
施
設
は
ど
こ
か
。
福
田

小
学
校
、
飯
坂
小
学
校
な
の

か
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
タ
ク
シ
ー
補
助
は
、
い

つ
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

③
災
害
復
旧
事
業
の
箇
所
は
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　

①
廃
校
が
予
定
さ
れ
る

学
校
な
ど
、
公
共
施
設
を
総

合
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、

不
動
産
の
価
値
を
測
る
た
め

の
経
費
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
11
月
ま
で
の
分
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。（保

健
福
祉
課
長
）

③
新
た
に
台
風
被
害
が
確
認

さ
れ
た
秋
山
字
鈴
ノ
入
農
業

用
水
路
な
ど
全
５
箇
所
で
す
。

（
産
業
課
長
）

5

令和２年度各会計令和２年度各会計
人件費　10億5112万9千円（9.5％）　

　　　公債費　5億8199万4千円（5.2％）

義務的経費　
22億95万9千円
　　　（19.8％）

投資的経費
33億1415万3千円
（30.0％） 　

その他
55億4623万
4千円

（50.2％）

歳　出
110億6134万6千円

扶助費
5億6783万6千円（5.1％）

普通建設事業費
21億5482万9千円
　　　　（19.5％）

災害復旧事業費
11億5932万4千円（10.5％）

補助費等
28億2875万4千円

（25.6％）

物件費
18億275万円
（16.3％）

維持補修費　8896万9千円（0.8％）

その他（積立金・貸付金）　1億3070万3千円（1.2％）　

繰出金　6億9505万8千円（6.3％）　　　　

答答

答 質
問

質
問
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●
議
案
91
号

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
の

任
命

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。
な
お
任
期
は
令
和
３

年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

•
佐
野　

孝
治
氏
（
福
島
市
松
浪
町
）

•
佐
藤　

初
美
氏
（
福
島
市
中
町
）

•
吉
田　

淳
子
氏
（
字
宮
ノ
脇
）

•
木
村　

知
子
氏
（
字
八
反
田
）

•
佐
藤　

晴
美
氏
（
鶴
沢
字
中
西
）

●
議
案
92
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。
な
お
任
期
は
令
和
３

年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

•
高
橋
裕
美
子
氏
（
鶴
沢
字
西
ノ
内
）

•
佐
藤　

克
宏
氏
（
飯
坂
字
米
子
田
）

●
諮
問
第
１
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。
な
お
任
期
は
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間
で

す
。

•
渡
辺　

礼
子
氏
（
賤
ノ
田
）

6

名　　　　　　　　　称

国民健康保険特別会計（事 業 勘 定）

国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

川 俣 町 奨 学 資 金 特 別 会 計

工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

小 島 財 産 区 特 別 会 計

飯 坂 財 産 区 特 別 会 計

大 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

小 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

山 木 屋 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

歳　　　　入

15億7029万1千円

1423万2千円

20億9592万1千円

1億9065万4千円

995万9千円

2064万7千円

1135万9千円

1205万4千円

1157万8千円

90万5千円

336万7千円

42万7千円

事 業 収 益

2億5323万5千円

歳　　　　出

14億7682万9千円

1423万2千円

20億6031万7千円

1億8891万2千円

586万2千円

2064万7千円

1135万9千円

131万7千円

17万3千円

8万5千円

9万4千円

9万3千円

事 業 費 用

2億4229万5千円

収　　　　支

9346万2千円

0円

3560万4千円

174万2千円

409万7千円

0円

0円

1073万7千円

1140万5千円

82万0千円

327万3千円

33万4千円

収　　　　支

1094万0千円

特 別 会 計 等 の 決 算 額

議　　　　　　　　案

議案第73号
令和２年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

議案第74号
令和２年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

○は賛成、×は反対

村
上
源
吉

佐
藤
喜
三
郎

新
関
善
三

菅
野
清
一

高
橋
真
一
郎

高
橋
清
美

蓮
沼
洋
志

作
田
善
輝

菅
野
信
一

石
河
ル
イ

山
家
恵
子

○○○○○○○○○×○

○○○○○○○○○×○

決 算 議 案 採 決 表

人
事
案
件
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※第73・74号は採決表をご覧ください。

第62号

第63号

第64号

第65号

第66号

第67号

第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

第87号

第88号

第89号

第90号

第91号

第92号

諮問第１号

動産の取得について

川俣町過疎地域持続的発展計画について

川俣町復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改正する条例

川俣町企業立地促進区域及び避難解除区域等における町税の特例に関する条例の一部を改正する条例

川俣町税特別措置条例の一部を改正する条例

川俣町手数料条例の一部を改正する条例

川俣町公民館使用条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例

訴訟上の和解について

町道路線の認定について

令和２年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度川俣町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和３年度川俣町一般会計補正予算（第３号）

令和３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和３年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和３年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

川俣町個人情報保護審査会委員の任命について

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員の候補者の推薦について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

9月議会定例会審議結果 （令和３年９月２日～15日）
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町が決算書を作成
（決算の調整・

付属資料の作成）

９月議会定例会
（議案の上程・質疑・

委員会付託）

決算の認定・
又は不認定

（委員会報告を基に
討論・採決）

監査委員
（監査報告・意見書）

予算決算常任委員会
（付託を受け

審議・討論・採決）

監査

意見

報告

付託

意見

報告

議案として上程

決算議決までの流れ

　決算審査は、町が決算書にあわせて、主な事業の成果の概要、
監査委員の意見を提出して審査に付されます。
　議会では、集中して審議するため、議案審査を予算決算常任
委員会に付託します。予算決算常任委員会で、審議・採決のうえ、
議会に結果を報告して、本会議で委員会の報告内容のとおり
決定するかどうか、採決して「認定」「不認定」を決定します。

決算審査のようす　集中審議しました▲
▼

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
CHEC

K令和２年度各会計・
　　　行政運営の課題を点検

※この報告書をもとに、本会議で「認定」と議決されました。
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①　

交
通
安
全
施
設
整
備
費
の
決
算
額
は

９
７
６
千
円
、
３
箇
所
の
工
事
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
年
間
20
件
程
度
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、

早
急
な
設
備
の
改
良
、
設
置
に
努
め
る

こ
と
。

②　

交
通
安
全
対
策
事
業
と
し
て
、
運
転

免
許
の
自
主
返
納
者
に
対
し
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
タ
ク
シ
ー
券
30
人

分
が
配
布
さ
れ
た
。
い
ま
だ
制
度
を
知

ら
な
い
高
齢
者
も
い
る
の
で
、
交
通
安

全
対
策
と
交
通
手
段
確
保
の
た
め
、
制

度
の
普
及
と
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

③　

消
防
施
設
維
持
費
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
な
更
新
に
よ
り
、
消
防
防
災
力
の

維
持
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
消

火
栓
、
防
火
水
槽
の
表
示
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
。

④　

消
防
防
災
力
の
維
持
、
向
上
の
た
め
、

消
防
団
の
研
修
費
、
運
営
費
の
確
保
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
条
例
、
規
則
等
の

整
備
を
図
る
こ
と
。

⑤　

職
員
の
資
質
向
上
は
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
基
盤
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
、

職
場
内
研
修
や
地
域
で
の
学
習
な
ど
、

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
適

材
適
所
の
人
員
配
置
に
努
め
、
組
織
体

制
、
機
構
改
革
等
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
こ
と
。

⑥　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
運
用
、

適
用
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
適
切
に
検

討
す
る
こ
と
。

⑦　

議
会
事
務
局
事
務
室
及
び
傍
聴
席
の

拡
張
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
繰
り
返
し

対
応
を
求
め
て
い
る
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
つ
い
て
は
、
早
急
に
予
算
化
す

る
こ
と
。

⑧　

一
人
職
場
の
解
消
を
図
る
こ
と
。

①　

復
興
会
議
に
つ
い
て
は
、
専
門
部
会

が
設
置
さ
れ
、
会
議
が
１
回
、
開
催
さ

れ
た
が
、
山
木
屋
地
区
住
民
の
実
態
を

よ
く
調
査
し
、
意
見
を
反
映
で
き
る
よ

う
な
会
議
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

②　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
に

つ
い
て
は
、
町
の
公
共
交
通
の
主
要
な

移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

利
便
性
向
上
と
活
用
推
進
策
を
検
討
す

る
こ
と
。

③　

情
報
通
信
網
の
整
備
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
。
住
民

が
利
用
し
や
す
い
施
設
等
で
の
整
備
を

促
進
し
、
町
全
体
でW

i-Fi

の
導
入
を

図
る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
努
め
る

こ
と
。

④　

地
方
創
生
の
第
２
期
戦
略
が
策
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
、
住
民
の
参
画
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

発
展
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑤　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
事
業
に

よ
り
、
風
力
発
電
事
業
の
影
響
等
に
つ

い
て
、
理
解
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。

今
後
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
な
ど
、
総
合

的
な
町
の
方
針
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑥　

引
き
続
き
、
遊
休
の
町
有
財
産
等
を

活
か
し
、
子
育
て
世
代
に
宅
地
等
を
安

価
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
検
討

す
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
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①　

地
域
に
必
要
な
福
祉
人
材
が
、
た
び
た

び
不
足
す
る
状
況
に
あ
る
の
で
、
持
続
的
、

計
画
的
な
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

②　

高
齢
者
の
い
き
が
い
づ
く
り
や
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
、
サ
ロ
ン
活
動
等
に
対
す

る
各
種
支
援
が
行
わ
れ
た
。今
後
は
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
等
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め

る
運
動
場
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
、
復
興

施
策
と
連
携
し
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

③　

人
間
ド
ッ
ク
や
各
種
検
診
の
向
上
を
図

　

り
、
町
民
の
健
康
増
進
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

①　

火
葬
場
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
火
葬
場

整
備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
環
境
評
価
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
改
修
案
か
ら
建
替
え

案
に
整
備
方
針
が
変
更
さ
れ
た
が
、
検
討
段

階
で
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
反

省
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

利
用
者
の
利
便
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
整

備
手
法
、
手
段
の
検
討
を
図
る
こ
と
。

②　

産
業
廃
棄
物
、
一
般
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

　

に
つ
い
て
は
、
監
視
を
強
め
る
こ
と
。

③　

悪
臭
で
悩
む
住
民
の
た
め
、
問
題
解
決
に

　

努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

①　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
で
は
、
捕
獲
、

駆
除
、
防
止
柵
な
ど
、
様
々
な
対
策

と
、
モ
デ
ル
事
業
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
が
公
表

さ
れ
ず
、
そ
の
成
果
が
活
か
さ
れ
て

い
な
い
。
特
に
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ

い
て
は
、
大
学
等
研
究
機
関
と
連
携

し
、
調
査
の
う
え
、
抜
本
的
な
対
策

に
努
め
る
こ
と
。

②　

峠
の
森
自
然
公
園
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
レ
ジ
ャ
ー
を
求
め
る
一
定
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
で
、
ト
イ
レ
等
の
維
持

管
理
に
努
め
る
こ
と
。

③　

営
農
再
開
支
援
事
業
が
行
わ
れ
、

自
家
用
を
含
む
１
７
１
ha
の
農
地
が

耕
作
さ
れ
た
が
、
粗
飼
料
生
産
、
ア

ン
ス
リ
ウ
ム
な
ど
、
復
興
事
業
に
着

手
し
営
農
再
開
を
し
た
住
民
が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
自
立
し
て
行
け
る
よ

う
、
継
続
的
な
支
援
と
相
談
に
努
め

る
こ
と
。

委
員
会
意
見

　

町
営
住
宅
の
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
定
住
化
に
資
す
る

よ
う
、
各
課
連
携
し
、
子
育

て
支
援
と
住
宅
支
援
を
組
み

合
わ
せ
た
施
策
を
検
討
す
る

こ
と
。

委
員
会
意
見

①　

前
田
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
、

国
、
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活
用
の
検
討

を
進
め
る
こ
と
。

②　

地
区
公
民
館
の
必
要
な
備
品
等
に
つ
い
て
点
検

　

し
、
対
応
に
努
め
る
こ
と
。

③　

町
の
文
化
、
歴
史
と
伝
統
技
法
等
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
継
承
と
人
材
育
成
に
努
め
る

こ
と
。

④　

町
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
議
会
か
ら
繰
り
返

し
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
早
急

に
編
さ
ん
準
備
室
の
設
置
等
対
策
を
図
る
こ
と
。

⑤　

公
民
館
主
事
の
待
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
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原子力災害対策課学校教育課
①　

原
子
力
災
害
の
発
生
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
が
、
い
ま
だ
復

旧
・
復
興
は
道
半
ば
で
あ
る
。

自
主
避
難
者
、
帰
還
住
民
の
実

態
を
よ
く
調
査
し
、
丁
寧
な
対

応
に
努
め
る
こ
と
。

②　

仮
置
き
場
か
ら
早
期
に
放
射

性
廃
棄
物
質
を
搬
出
し
、
復
旧

で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
搬
出
済
み
の
仮
置
き
場
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
原
状
回
復

を
図
る
こ
と
。

①　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
、
通
信
環

境
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
環
境
が

整
備
さ
れ
た
。
今
後
は
、
保
護

者
等
と
協
議
の
う
え
、
家
庭
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
、
導
入

に
努
め
る
こ
と
。

②　

奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
一

部
給
付
型
と
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
引
き
続
き
検
討
す
る

こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

　

令
和
２
年
度
の
各
会
計
の

決
算
に
お
い
て
は
、
復
興
・

創
生
期
間
（
平
成
28
年
度
〜

令
和
２
年
度
）
の
最
終
年
度

と
な
り
、
粗
飼
料
生
産
流
通

拠
点
施
設
整
備
事
業
、
道
の

駅
か
わ
ま
た
改
修
事
業
な
ど
、

大
規
模
ハ
ー
ド
事
業
が
完
了

と
な
っ
た
。
ま
た
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
被
害
対
応
の

た
め
、
災
害
復
旧
事
業
が
行

わ
れ
た
。

　

決
算
規
模
は
、
依
然
と
し

て
標
準
財
政
規
模
を
大
き
く

上
回
る
１
１
０
億
円
規
模
で

あ
る
も
の
の
、
財
政
の
弾
力

性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

91
・
５
％
か
ら
、
87
・
２
％

に
改
善
さ
れ
る
な
ど
健
全
性

は
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、

今
後
は
震
災
復
興
特
別
交
付

税
の
減
等
、
財
源
が
限
ら
れ

る
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
小

学
校
統
廃
合
、
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
、
中
央
公
民
館
の

耐
震
工
事
、
火
葬
場
整
備
な

ど
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
も
継
続
中
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
そ
の
維
持
コ
ス
ト
に

よ
り
財
政
の
硬
直
化
が
進
む

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
職
員

の
若
年
化
も
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
、
行
政
執
務
能
力
の

維
持
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
委
員
会
か
ら

出
さ
れ
た
要
望
、
意
見
に
は
、

一
部
、
対
応
が
み
ら
れ
た
が
、

い
ま
だ
叶
え
ら
れ
な
い
事
項

も
多
く
、
改
め
て
、
継
続
的

な
対
応
と
、
反
省
及
び
改
善

を
求
め
る
。

　

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
中
、
自
然
災
害
も
頻
発

化
し
て
お
り
、
従
来
に
増
し

て
危
機
対
応
能
力
、
体
制
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
新

た
な
行
政
課
題
も
浮
上
し
て

い
る
。
人
口
減
少
、
高
齢
化

が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化
、
住

民
と
の
協
働
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
が
停
滞
す
る
こ
と
な

く
、
維
持
発
展
に
尽
く
さ
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
意
見

し
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の

決
算
は
認
定
す
る
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
13
日

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤
喜
三
郎

議会事務局会　計　室
①　

議
会
中
継
に
つ
い
て
、

よ
り
鮮
明
に
見
や
す
く
な

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

②　

議
場
の
傍
聴
席
の
増
設

に
つ
い
て
、
早
急
に
実
現

を
図
る
こ
と
。

　

役
場
共
通
で
使
用
す
る
封

筒
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

な
が
る
の
で
、
引
き
続
き
、

関
係
各
課
協
議
の
う
え
、
改

善
を
図
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

子育て支援課
　

認
定
こ
ど
も
園
開
設
準
備

費
と
し
て
、
開
設
準
備
協
議

会
が
２
回
開
催
さ
れ
た
。
今

後
は
、
速
や
か
に
事
業
主
体

を
検
討
の
う
え
、
協
議
す
る

こ
と
。

委
員
会
意
見

まとめ

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
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受理
番号 付託委員会 件　　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

７

８

９

総 務 産 業
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

辺野古新基地建設の中止と、普天間基
地の沖縄県外・国外移転について国民
的議論を行い、憲法に基づき公正かつ
民主的に解決するべきとする意見書の
採択を求める陳情

人道的見地から、沖縄防衛局による「沖
縄本島南部からの埋め立て用土砂採取
計画」の断念を国に要請すること

新型コロナ禍による米危機の改善を求
める意見書の提出についての陳情

沖縄県那覇市おもろまち4丁目17番11号１階
　「新しい提案」実行委員会

責任者　安里　長従

東京都新宿区四谷二丁目8番地
岡本ビル5階（505号）

　全国青年司法書士協議会
会　長　阿部健太郎

沖縄県那覇市泊1ー28－3
沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」

代　表　具志堅隆松

福島県福島市大森日ノ下4番地の1
　福島県北農民連

会　長　冨田　久夫

採択
（意見書
提出）

採択
（意見書
提出）

採択
（意見書
提出）

9月定例会陳情審査結果

　2019年２月、沖縄県による辺野古新基地建設に伴う埋立て
の賛否を問う県民投票で、投票総数の７割以上が反対の意思を
示してから２年以上が経過したにもかかわらず、工事は強行さ
れ、さらには、その埋立てに、沖縄戦戦没者の遺骨が残る沖縄
島南部からの採取した土砂を使用することが予定されているこ
とは民意のみならず、戦没者への敬意を失することにもなり、
許されるべきではない。
　普天間基地所属の海兵隊について沖縄駐留を正当化する軍事
的理由や安全保障の地政学的事由、またアメリカの強い要求と
いう言い訳も、これまで日米の政府関係者らの発言、多くの識
者の分析によって瓦解している。
　しかしながら、普天間基地の代替施設が、「本土の理解が得
られないから」という不合理な理由で同じ沖縄に決定され、工
事が強行されていることは、憲法が規定する民主主義、地方自
治、基本的人権、法の下の平等の各理念からして看過すること
の出来ない重大な問題である。
　安全保障の議論は日本全体の問題である。すなわち、普天間
基地の代替施設が国内に必要か否かは、当事者意識をもった国
民的議論により決すべきであり、最終的には国権の代表機関た
る国会で、国が最終的に責任を負う法整備等の仕組みのなかで
行うべきである。そのなかで普天間基地の代替施設が国内に必
要だという結論になるのなら、憲法41条、92条、95条等の規
定に基づき、次のとおり公正かつ民主的に解決することが求め
られる。
　よって、次のことを強く要請する。

１　沖縄での県民投票に示された民意に反する辺野古新基地建
設工事を中止し、普天間基地を運用停止にすること。ことに
沖縄戦戦没者の遺骨の残る沖縄島南部から採取した土砂を埋
立てに使用することは、戦没者の遺骨の尊厳を損なうもので
あり、認められるべきではないこと。

２　普天間基地の代替施設が日本国内に必要か否か当事者意識
を持った国民的議論を行い、最終的には国権の最高機関たる
国会で沖縄の米軍基地の負担軽減を国が責任をもって行う法
整備等の仕組みのなかで解決すること。

３　そのなかで、普天間基地の代替施設が国内に必要だという
結論になるのなら、沖縄以外の全国のすべての自治体をまず
は等しく候補地とし、憲法の規定に基づき、沖縄以外でも一
地域への一方的な押付けとならないよう、公正かつ民主的な
手続きにより決定すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月15日
衆議院議長　大島　理森様　　参議院議長　山東　昭子様
内閣総理大臣　菅　　義偉様　　総 務 大 臣　武田　良太様
外 務 大 臣　茂木　敏充様　　厚生労働大臣　田村　憲久様
国土交通大臣　赤羽　一嘉様　　環 境 大 臣　小泉進次郎様
防 衛 大 臣　岸　　信夫様
内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）河野　太郎様

福島県伊達郡川俣町議会

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書　　　

９月議会定例会における議員提案は４件で、関係機関に送付しました。
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　沖縄戦では一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多
くの尊い命が失われた。糸満市摩文仁の平和記念公園内にある
「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦な
どで亡くなられた24万1593名の氏名が刻銘されている。
　糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、1972年の本土復
帰に伴い戦争の悲惨さや命の尊さを認識し、戦没者の霊を慰め
るために、自然公園法に基づき、戦跡としては我が国唯一の「沖
縄戦跡記念公園」として指定されている。同地域では、沖縄戦
で犠牲を強いられた県民や命を落とされた兵士の遺骨が残され
ており、戦後76年が経過した今でも戦没者の収骨が行われて
いる。
　さきの大戦で犠牲になった人々の遺骨が入った土砂を埋立て
に使用することは人道上許されない。
　よって、国においては、下記の事項が速やかに実現されるこ
とを強く要請する。

　コロナ禍における米の需要「消失」は、2019年産米の過大
な在庫を生み、2020年産米の市場価格は大暴落し、年末年始
における感染者拡大と自粛要請、さらに緊急事態宣言の再発令
により、需要減少に歯止めがかからず、2020年産米の販売不
振と米価下落は底なしの状態になっている。
　今年の10月末には、古米在庫が60万㌧にも及ぶと試算され、
36万㌧の減産が実行されたとしても、効果自体が消散しかね
ない水準である。このままでは2021年産米の大暴落はもとよ
り、来年の６月末在庫が250万㌧規模となり、２年連続の米価
下落にとどまらず2022年産米価格も上昇することはかなわず、
３年連続の米価暴落となれば、大規模経営であっても米づくり
から撤退を余儀なくされる事態につながりかねない。
　コロナにより消滅した需要減少分は、国が責任をもって「過
剰在庫」を市場隔離すべきであって、その責任を生産者・流通
業者に押し付けることは許されない。政府による特別な隔離対
策が、絶対に必要である。
　コロナ禍の中、各地で食料などの支援が行われており、どこ
の支援会場にも困窮した多くの人が訪れ、物資が不足すること
が少なくない。かつてない危機的事態のなかで、苦しむ国民と

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、
我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼしており、
国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年
度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面
している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はも
とより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、デジタル化や
脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会
保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の
充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税
制改正に向け、次の事項を確実に実現されるよう、強く要望する。
１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経
済財政運営と改革の基本方針2021」において、令和３年度
地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保
するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費
が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ
寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。
２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度
の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。また、生
産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と

１　悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに
　使用しないこと。
２　日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄
の事情を鑑み、「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」によ
り、日本政府が主体となって戦没者遺骨収集を実施すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月15日
衆議院議長　大島　理森様　　参議院議長　山東　昭子様
内閣総理大臣　菅　　義偉様　　総 務 大 臣　武田　良太様
外 務 大 臣　茂木　敏充様　　厚生労働大臣　田村　憲久様
国土交通大臣　赤羽　一嘉様　　環 境 大 臣　小泉進次郎様
防 衛 大 臣　岸　　信夫様
内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）河野　太郎様

福島県伊達郡川俣町議会

農家への支援のために、従来の政策的枠組みにとらわれない対
策が緊急に求められている。
　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。
１　コロナ禍で生まれた市場に滞留する在庫を政府が買い取る
などして市場から隔離し、需給環境を改善するとともに米価
下落に歯止めをかけること。

２　コロナ禍などによる生活困窮者・学生などへの食料支援制
　度を欧米並みに創設し、政府が支援すること。
３　国内消費に必要のない外国産米（ミニマムアクセス米）つ
いて、国産米の需給状況に応じて輸入数量抑制を直ちに実行
すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月15日
衆議院議長　大島　理森様　　参議院議長　山東　昭子様
内閣総理大臣　菅　　義偉様　　農林水産大臣　野上浩太郎様
厚生労働大臣　田村　憲久様　　経済産業大臣　梶山　弘志様

福島県伊達郡川俣町議会

して講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補
助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、
期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産
税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置につ
いては、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車
税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は
断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地
　方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月15日
衆議院議長　大島　理森様　　参議院議長　山東　昭子様
内閣総理大臣　菅　　義偉様　　内閣官房長官　加藤　勝信様
財 務 大 臣　麻生　太郎様　　総 務 大 臣　武田　良太様
経済産業大臣　梶山　弘志様
経済再生担当大臣　西村　康稔様

福島県伊達郡川俣町議会

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書

新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書



まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

９月議会定例会の一般質問には７人の議員が登壇しました。
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作　田　善　輝 議員

●人口減少にどう取り組むのか

●地域おこし協力隊の活用は

●農作物等の被害が甚大な鳥獣害
　への対応は

●コロナ禍のＩＣＴ教育推進は

15

蓮　沼　洋　志 議員

●ワクチン接種状況と対応は

●移住定住促進事業の取り組みは

17

高　橋　清　美 議員

●防災行政無線の運用状況は

●町の広報活動状況は

21

石　河　ル　イ 議員

●きめ細やかな新型コロナ対応を

●学校生活に安全安心を

●土砂災害の危険はないか

●米づくりの危機を救え

20

山　家　恵　子 議員

●がん対策の取り組みは

●認知症対策の取り組みは

18

菅　野　信　一 議員

●新型コロナ対策の現状と今後は

●農林業の振興策は

●消防防災体制の充実強化は

16

菅　野　清　一 議員

●原発事故から10年、復興事業
　の見直しをすべきでは

●原発処理水の海洋放出に対する
　町の考えは

19
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①
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減
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て
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現
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に
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は
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今
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見
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し
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③
今
後
の
対
応
、
対
策
等
に
つ
い
て

具
体
策
は
あ
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の
か
。

作 田 善 輝 議員
さく　 た　 よし　てる

15

一 般 質 問まちの課題を問う

①
社
会
情
勢
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
、
何
よ
り
震
災

後
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
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と
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識
し
て
い
ま
す
。

②
各
種
推
計
値
、
国
勢
調
査
結
果
な

ど
か
ら
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て
、
今
後
も
減
少
が
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く

も
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え
ま
す
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③
本
年
３
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に
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し
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「
ま
ち
・

ひ
と
・
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と
創
生
総
合
戦
略
」
に
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を
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げ
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対
策
に
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組
ん
で

い
き
ま
す
。

①
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、

実
績
、
体
制
は
。

③
今
後
の
対
応
、
対
策
は
。

①
８
月
末
時
点
の
農
作
物
の

被
害
件
数
は
14
件
、
97
万
円

で
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
わ
な
に
よ
る
捕
獲
、
防
護
柵
等
の

設
置
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
の
補
助

交
付
件
数
は
34
件
で
す
。

③
捕
獲
、
追
い
払
い
な
ど
、
効
果
的

な
事
例
を
参
考
に
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

農
作
物
等
の
被
害
が
甚
大
な

鳥
獣
害
へ
の
対
応
は

地
域
等
と
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す　
　

質
問

町
長

町の人口
増　　減
増 減 率

平成17年
17,034

平成22年
15,569
△1,465
△8.6

平成27年
14,452
△1,117
△7.2

令和2年
12,186
△2,266
△15.7

町の人口
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令和2年

①
小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
現
状
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
課
題
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を

推
進
中
で
す　
　
　
　

質
問

人
口
減
少
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

計
画
に
よ
り　
　
　
　

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

質
問

町
長

③
今
後
の
対
応
、
対
策
は
。

①
児
童
生
徒
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、

学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
学

期
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し

て
、
各
学
校
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

②
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
、
教
職

員
へ
研
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③
先
進
事
例
の
活
用
や
遠
隔
操
作
で

の
家
庭
学
習
、
学
校
交
流
な
ど
で
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
平
成
30
年
度
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
１
名
の
受
け
入

れ
実
績
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最

大
３
年
間
活
動
で
き
ま
す
が
１
年
で

終
了
し
、
そ
れ
以
降
は
実
績
が
あ
り

ま
せ
ん
。

②
３
年
間
の
活
動
を
終
了
し
た
あ
と
、

い
か
に
定
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

山
木
屋
地
区
の
花
卉
栽
培
グ
ル
ー
プ

を
受
け
入
れ
農
家
と
し
て
募
集
し
て

い
ま
す
。

③
協
力
隊
の
受
け
入
れ
実
績
の
あ
る

事
業
者
に
業
務
委
託
し
、
受
け
入
れ

や
、
隊
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
…
若
者
等
が
、

都
会
か
ら
地
方
に
移
住
し
、
地
域

課
題
の
解
決
な
ど
に
携
わ
る
事
業
。

教
育
長

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

け
入
れ
実
績
と
現
状
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
課
題
と
対
策
は
。

③
今
後
の
取
り
組
み
、
受
け
入
れ
態

勢
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
は

民
間
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す

質
問

町
長
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一 般 質 問

④
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
今
後
の
支
援

策
は
。

①
８
月
25
日
時
点
で
46
歳
の

方
ま
で
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
量
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

②
供
給
量
に
あ
わ
せ
て
接
種
を
行
っ

て
お
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
受
領
し
た

人
が
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
予
防
接
種
法
で
、
努
力
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
人
が
納
得

の
う
え
で
接
種
し
て
い
た
だ
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

④
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
現
物
給

付
、
医
療
機
関
、
事
業
者
支
援
な
ど

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
動
向
等
に
応

じ
て
検
討
し
ま
す
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
と

今
後
の
見
通
し
は
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
が
接
種
を

受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
は
な
い
か
。

③
「
予
防
接
種
を
受
け
る
義
務
」
を

周
知
し
て
い
る
か
。

菅 野 信 一 議員
かん　 の　 しん　いち

16

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
と
今
後
は

状
況
を
見
極
め
て
対
応
し
ま
す

質
問

町
長

①
農
林
業
の
現
状
は
。

②
農
家
の
後
継
者
不
足
及
び

耕
作
放
棄
地
等
の
防
止
対
策
は
。

③
里
山
の
荒
廃
防
止
対
策
は
。

④
農
林
業
の
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
状
況
は
。

①
平
成
27
年
時
点
で
、
農
林

業
の
就
業
者
は
３
４
９
人
で
、

全
体
の
５
％
、
10
年
前
の
半
数
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
耕
作
放
棄
地
の
抑
制
を
図
る
た
め

「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
」「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」、
地

域
の
農
業
計
画
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
林
業
経
営
の
効
率
化
と
森
林
管
理

適
正
化
の
た
め
の
意
向
調
査
を
準
備

中
で
す
。

④
近
畿
大
学
と
連
携
し
て
ジ
ェ
ラ
ー

ト
を
開
発
し
た
ほ
か
、
法
政
大
学
、

小
島
地
区
住
民
が
協
力
し
て
加
工
機

器
使
用
体
験
会
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
き
ま
し
た
。

農
林
業
の
振
興
策
は

各
種
連
携
し
て
実
施
中
で
す

質
問

町
長

①
消
防
団
員
数
が
定
数
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
災
害
対
応

等
に
支
障
は
な
い
の
か
。

②
消
防
団
員
確
保
の
実
態
は
。

③
消
防
団
の
組
織
改
編
等
の
見
直
し

は
あ
る
か
。

④
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
の

状
況
は
。①

平
成
29
年
に
機
能
別
団
員
、

町
職
員
に
よ
る
消
防
本
団
の

設
置
に
よ
り
定
数
を
６
３
６
人
と
し
、

現
在
は
５
４
７
人
の
団
員
数
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
災
害
対
応
等
に
は
支

障
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

②
女
性
団
員
の
加
入
や
、
団
員
報
酬

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
団
員
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

③
団
員
数
の
減
少
か
ら
、
再
編
等
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

④
自
主
防
災
組
織
は
福
田
地
区
、
小

島
地
区
で
ひ
と
つ
ず
つ
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
広
報
活
動
等
に
よ
り
、
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。 消

防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
は

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ま
す

質
問

町
長

ワクチン接種のクーポン券（イメージ）
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ま ち の 課 題 を 問 う

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
正
式
に
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、
隊
員
と

し
て
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
移
住
定
住
支
援
業
務
の
受

託
事
業
者
は
宮
城
県
丸
森
町

の
「
株
式
会
社
ビ
ジ
ッ
ト
東
北
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
役
場
西
分
庁
舎
を

改
装
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

②
山
木
屋
地
区
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

を
栽
培
し
て
い
る
「
あ
ぶ
く
ま
カ
ッ

ト
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
」
を
受
け
入

れ
農
家
と
し
て
、
新
規

就
農
に
向
け
た
知
識
や

技
術
の
習
得
を
活
動
内

容
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
３
名
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
５
名
の
方
か

ら
相
談
が
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
を
行
い
、

そ
の
う
ち
１
名
が
事
前

の
体
験
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
移
住
希
望
者
が

閲
覧
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
３
つ
に
募
集
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
方
に
は
、
正
式
申
し

込
み
の
前
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
面
談
を
し
た
り
、

実
際
に
体
験
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
し
な

が
ら
、
実
際
の
雰
囲
気

や
作
業
な
ど
を
十
分
に

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
施
設
入
所

者
を
含
め
て
ど
れ
く
ら
い
か
。

②
自
宅
療
養
者
の
中
に
は
容
態
が
急

変
し
て
死
亡
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

出
て
い
る
が
、
そ
の
心
配
は
。

③
自
宅
療
養
中
の
妊
婦
の
方
が
出
産

す
る
際
の
、
医
療
機
関
の
受
け
入
れ

態
勢
は
万
全
か
。

④
自
宅
療
養
者
に
対
し
て
パ※
 

ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
配
布
さ
れ
て
い
る

の
か
。

①
８
月
27
日
時
点
で
65
歳
以

上
の
方
で
、
２
回
目
を
終
了

し
た
方
は
４
５
８
４
人
、
全
体
の

87
・
５
㌫
で
す
。

②
③
県
北
保
健
福
祉
事
務
所
が
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
町
で
も

計
画
に
基
づ
き
連
携
し
て
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し
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④
県
北
保
健
福
祉
事
務
所
で
配
布
し
、

体
調
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

※
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　

指
先
な
ど
に
当
て
る
こ
と
で
血
液
中
の

酸
素
量
を
測
る
器
具
。

質
問

町
長

①
業
務
委
託
業
者
は
決
定
し

た
の
か
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
は
募
集

で
き
た
の
か
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
移
住
定
住

者
を
迎
え
入
れ
る
手
順
は
。

移
住
定
住
促
進
事
業
の

取
り
組
み
は

ソ
フ
ト
事
業
を
検
討
し
ま
す

質
問

町
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
対
応
は

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す

９月14日、議員対象に行われた移住・定住の説明会（説明者は斎藤良太代表取締役）
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一 般 質 問

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
企
業
、
職
域
型
の
認

知
症
に
対
す
る
養
成
講
座
の
取
り
組

み
状
況
は
。

②
運
動
不
足
の
改
善
や
社
会
的
孤
立

の
解
消
な
ど
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
は
。

③
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

実
績
と
そ
の
周
知
は
。

④
行
方
不
明
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
認
知
症
の
方
を
事
前
に

登
録
す
る
先
行
事
例
が
あ
る

が
、
町
の
見
解
は
。

⑤
民
間
保
険
を
使
っ
て
事
故

救
済
す
る
例
が
あ
る
が
、
町

の
考
え
は
。

①
毎
年
５
か
所
で
開

催
し
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
１
０
０
人
前
後

の
幅
広
い
年
代
の
方
に
受
講

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
の
が
重
要
で
す
の
で
、

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
や
地
域

で
の
集
ま
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
運

５
つ
の
が
ん
検
診
の
受
診
状

況
と
、
受
診
機
会
を
確
保
す

る
た
め
の
今
後
の
対
策
は
。

②
子
宮
け
い
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

周
知
は
さ
れ
て
い
る
か
。

③
小
・
中
学
校
に
お
け
る
、
が
ん
教

育
の
取
り
組
み
状
況
は
。

④
ウ
イ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
を
購
入

す
る
方
の
費
用
負
担
軽
減
の
た
め
助

成
は
で
き
な
い
か
。

①
大
腸
が
ん
検
診
は
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
胃
が
ん
、
肺

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
検
診

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ウ
ェ
ブ
等
で
完
全
予
約
制
に

し
、
検
診
の
滞
在
時
間
を
短
く
す
る

よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
過
去
に
副
反
応
が
認
め
ら
れ
た
経

過
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
安

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ
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が
ん
対
策
の
取
り
組
み
は

情
報
提
供
と
理
解
促
進
に
努
め
ま
す

質
問

認
知
症
対
策
の

取
り
組
み
は

さ
ら
に
調
査
検
討
に

努
め
ま
す　
　
　
　

質
問

町
長

全
性
や
有
効
性
が
改
訂
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
を

掲
載
す
る
な
ど
し
て
周
知
し
て
い
ま

す
。

④
県
で
１
万
円
、
ま
た
は
２
万
円
上

限
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
町
と

し
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
小
学
校
の
体
育
科
「
生

活
習
慣
病
の
予
防
」、中
学

校
の
保
健
体
育
科
「
が
ん
の
予
防
」

の
授
業
の
ほ
か
、
学
級
活
動
の
時
間

に
特
別
講
師
を
お
呼
び
し
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

町
長

動
体
操
の
普
及
や
、「
脳
ト
レ
」
プ

リ
ン
ト
の
配
布
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
活
動
し
や
す
い
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
認

知
症
地
域
支
援
専
門
員
」
が
相
談
を

受
け
付
け
た
の
が
20
件
、
そ
の
中
か

ら
よ
り
専
門
的
な
対
応
が
必
要
な
場

合
10
件
に
、「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
が
対
応
に
当
た
り
ま
し

た
。
今
後
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
警
察
な
ど
と
協
議

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
し
て
、

今
後
、
検
討
し
ま
す
。

教
育
長

認知症の相談窓口、済生会病院内　地域包括支援センター「くるまる」
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ま ち の 課 題 を 問 う

①
復
興
事
業
の
成
果
と
課
題

は
何
か
。

②
復
興
事
業
に
よ
っ
て
住
民
の
生
活

再
建
は
進
ん
だ
の
か
。

③
復
興
事
業
の
課
題
は
な
ん
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
。

④
除
染
終
了
か
ら
５
年
以
上
経
つ
が

そ
の
成
果
は
。

⑤
山
木
屋
地
区
の
山
林
除
染
を
す
べ

き
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
か
ら

実
施
す
る
の
か
。

⑥
公
共
賠
償
も
含
め
、
東
電
賠
償
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

①
③
復
興
計
画
の
成
果
検
証

か
ら
、
道
路
の
修
繕
、
役
場

新
庁
舎
の
建
設
、
工
業
団
地
の
造
成
、

山
木
屋
地
区
復
興
拠
点
の
整
備
な
ど
、

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
概
ね
順
調

に
進
捗
し
た
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
帰
還
者
が
３

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず
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原
発
事
故
か
ら
10
年
、
復
興
事
業
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は

引
き
続
き
支
援
に
努
め
ま
す

質
問

原
発
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

は
、
県
内
の
各
種
団
体
が
反

対
し
て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

東
京
電
力
は
、
国
が
処
理
水

を
海
洋
放
出
す
る
方
針
を
受

け
、
具
体
的
方
法
や
風
評
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
具
体
的
方
針
を
定
め
て

発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
漁
業
、

農
林
業
、
観
光
業
、
商
工
業
等
の
各

団
体
、
近
隣
の
自
治
体
な
ど
か
ら
反

対
や
懸
念
す
る
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
町
議
会
の
海
洋
放

出
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
重

く
受
け
止
め
、
各
種
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 原

発
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

対
す
る
町
の
考
え
は

連
携
し
て　
　
　
　

対
応
し
て
い
き
ま
す

４
０
人
前
後
で
そ
の
６
割
が
高
齢
者

で
あ
る
な
ど
、
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
維
持
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
産
物
の
６
次
化
、
滞
在

型
交
流
、
新
た
な
産
業
の
導
入
な
ど

ソ
フ
ト
事
業
に
も
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

②
各
種
事
業
に
よ
り
、
生
活
再
建
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
帰
還
者
数
は

横
ば
い
で
す
の
で
、
引
き
続
き
支
援

に
努
め
ま
す
。

④
山
木
屋
地
区
の
面
的
除
染
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
で
終
了
し
て
い

ま
す
。
宅
地
で
は
、
低
減
率
が
48
㌫
、

森
林
で
32
㌫
、
農
地
で
53
㌫
、
道
路

で
42
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
等
に
よ
り
、

継
続
し
て
状
況
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。

⑤
国
の
里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業
の
結

果
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
て
の
里
山
が
対
象
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
山
木
屋
地
区
の

高
太
石
山
や
日
山
の
両
登
山
道
な
ど

も
除
染
の
対
象
に
な
る
よ
う
、
国
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

⑥
８
月
末
時
点
で
、
町
の
東
電
に
対

す
る
賠
償
請
求
額
は
約
21
億
23
万
円
、

収
入
額
は
７
億
７
９
５
８
万
円
、
収

入
率
は
37
・
１
㌫
で
、
請
求
に
対
す

る
残
額
は
13
億
２
０
６
４
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
未
収
分

の
解
消
に
向
け
、
地
道
に
粘
り
強
く

交
渉
を
続
け
ま
す
。

町
長

東電福島第一原子力発電所（写真は菅野清一議員提供）

町
長
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一 般 質 問

備
蓄
米
を
活
用
す
る
よ
う
国

に
訴
え
を
。

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
広
瀬
川
と
農
地
の
復
旧
状

況
は
。

②
土
盛
り
、
残
土
捨
て
場
の
点
検
は
。

③
町
道
の
復
旧
状
況
は
。

①
岩
阿
久
地
区
を
除
い
て
、

全
て
年
度
内
の
完
成
予
定
で

②
県
北
保
健
福
祉
事
務
所
が
対
応
し

ま
す
。

③
同
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
病
床

は
３
床
で
す
。
検
査
キ
ッ
ト
は
月
平

均
１
１
０
件
程
度
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
８
月
末
時
点
で
１
回
目
の
接
種
者

が
４
４
４
人
、
接
種
率
は
68
・
６
㌫

で
す
。

⑤
県
に
要
望
し
て
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑥
情
勢
を
注
視
し
、
今
後
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

⑦
国
で
「
住
宅
確
保
給
付
金
」
制
度

を
設
け
て
お
り
、
相
談
窓
口
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
「
生
活
自
立
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
４
件
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
生
理
用
品
の
配
布
支
援
に

つ
い
て
、
調
査
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑧
国
、
県
か
ら
抗
原
簡
易

キ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
る
ほ

か
、
文
部
科
学
省
が
定
め
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
、
臨
時
休
校
等
の
措

置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
高
齢
者
の
検
査
助
成
の
申

請
件
数
は
。
助
成
を
拡
充
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

②
自
宅
療
養
者
は
い
る
の
か
。
ま
た

そ
の
対
策
は
。

③
済
生
会
川
俣
病
院
の
コ
ロ
ナ
病
床

数
は
。
検
査
キ
ッ
ト
の
活
用
状
況
は
。

④
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
。

⑤
ワ
ク
チ
ン
不
足
へ
の
対
策
は
。

⑥
事
業
者
へ
支
援
の
拡
大
は
。

⑦
女
性
の
困
窮
者
に
住
宅
補
助
を
し

て
は
ど
う
か
。
県
で
生
理
用
品
を
提

供
し
て
い
る
が
、
町
に
も
届
く
の
か
。

⑧
学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
措
置

は
。

①
８
月
末
で
実
績
は
１
件
で

す
。
今
後
も
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

石 河 ル イ 議員
いし　かわ
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質
問

町
長

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
す
る
の
か
。

②
生
理
用
品
を
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

①
委
託
事
業
者
に
安
全
管

理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

②
学
校
で
は
、
保
健
室
で
養
護
教
諭

が
把
握
に
努
め
、
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

質
問

町
長

町
長

学
校
生
活
に

　

安
全
安
心
を

支
援
、
安
全
確
保
に

努
め
ま
す　
　
　
　

き
め
細
や
か
な

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を

長
期
化
に
備
え
て

検
討
し
ま
す　
　

教
育
長

教
育
長

米
づ
く
り
の

　

危
機
を
救
え

国
支
援
の
活
用
を

検
討
し
ま
す　
　

す
。
岩
阿
久
地
区
箇
所
は
令
和
４
年

度
末
の
完
成
予
定
で
す
。

②
大
規
模
盛
土
造
成
地
は
26
箇
所
あ

り
、
調
査
の
結
果
「
不
安
定
化
の
要

因
は
特
に
な
く
、
経
過
観
察
を
前
提

と
す
る
」
と
い
う
評
価
で
し
た
。

③
令
和
２
年
度
の
補
修
箇
所
は
５
３

９
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
の

危
険
は
な
い
か

経
過
観
察
に
努
め
ま
す

質
問

質
問

復旧した広瀬川（北成沢地内）
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ま ち の 課 題 を 問 う

き
相
手
が
異
な
り
ま
す
。
伝
達
手
段

の
特
徴
を
生
か
し
、
適
切
な
方
法
で

効
果
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
の
道
の
駅
全
体
の
入

り
込
み
客
数
は
、
前
年
度
比
で
、
４

万
７
７
１
９
人
、
23
・
１
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
等
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
様
々
な
手
法

を
検
討
し
な
が
ら
、
道
の
駅
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」
終
了
後
、
町
と
し
て
の

広
報
活
動
は
何
か
や
っ
て
き
た
の
か
。

②
今
後
の
広
報
活
動
は
。
独
自
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

防
災
行
政
無
線
は
、
昨
年
４

月
か
ら
本
稼
働
と
な
り
、
１

年
以
上
が
す
ぎ
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
用

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
町
民
の

方
々
か
ら
様
々
な
意
見
、
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
対

応
は
。

①
１
年
を
経
過
し
、
町
民
の
反
応
は
。

②
戸
別
受
信
機
の
貸
与
に
つ
い
て
、

各
地
区
の
状
況
は
。

③
町
の
広
報
活
動
の
た
め
の
利
用
は
。

①
平
常
時
の
放
送
と
し
て
、

朝
、
正
午
、
夕
方
、
夜
に
時

報
チ
ャ
イ
ム
と
「
町
民
の
歌
」
等
、

ま
た
、
選
挙
や
町
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

ら
せ
を
放
送
し
て
き
ま
し
た
。
緊
急

時
の
放
送
と
し
て
は
、
台
風
等
の
防

災
情
報
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る

注
意
喚
起
、
行
方
不
明
者
に
関
す
る

情
報
な
ど
、
適
時
の
放
送
に
努
め
て

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み
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防
災
行
政
無
線
の
運
用
状
況
は

基
準
の
ほ
か
地
域
の
声
を
活
か
し
て
運
用
し
て
い
ま
す

町
の

広
報
活
動
状
況
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
効
果
的
な
手
段
を

検
討
し
て
い
き
ま
す　
　
　
　

質
問

質
問

き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
基

づ
き
、
放
送
時
間
の
変
更
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
調
整
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

向
き
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

③
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

①
エ
ー
ル
、
古
関
裕
而
関
連

の
冊
子
物
、
マ
ッ
プ
な
ど
を

継
続
し
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
県

補
助
事
業
を
活
用
し
、
古
関
メ
ロ
デ

ィ
ー
歌
合
戦
や
、「
エ
ー
ル
」
出
演

者
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
タ
レ
ン

ト
な
ど
に
よ
る
古
関
裕
而
ゆ
か
り
の

地
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
広
報
の
方
法

と
し
て
、
町
広

報
誌
の
ほ
か
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、

ラ
イ
ン
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
る
報
道
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
伝
え
る
べ

町
長

町
長

②
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
き
取
り
に

く
い
地
域
世
帯
に
、
戸
別
受
信
機
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

旧
町
内
42
台
、
鶴
沢
地
区
40
台
、

小
神
地
区
25
台
、
東
福
沢
地
区
74
台
、

西
福
沢
地
区
42
台
、
羽
田
地
区
49
台
、

秋
山
地
区
43
台
、
小
島
地
区
74
台
、

飯
坂
地
区
71
台
、
大
綱
木
地
区
23
台
、

小
綱
木
地
区
59
台
、
山
木
屋
地
区
71

台
、
合
計
で
６
１
３
台
で
す
。

③
放
送
基
準
を
定
め
て
運
用
し
て
い

ま
す
。

❶
時
報
チ
ャ
イ
ム
、
❷
選
挙
の
啓
も

う
、
❸
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
、
❹
不
審

者
情
報
、
❺
熊
等
の
出
没
、
❻
突
発

的
断
水
な
ど
の
お
知
ら
せ
、
な
ど
で

す
。

町の公式LINE、各SNSと連携
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第17回
（10月13日）ほか

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
76・９
㌫

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
76・９
㌫

10
月
11
日
時
点

２
回
接
種
者

全
員
協
議
会
で
は
、
町
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

•
12
月
に
、
医
療
従
事
者
か
ら
３
回
目
の
接
種
を
予
定

７月

８月

９月

10月

国内・県内の動向と町の取り組み

7.29

8.8

8.23～
8.26～

9.20
9.30

10.9

7.17
7.23
7.30

8.1
8.11
8.20
8.22
8.31

9.1
9.5

※感染者なし

国内・県内のうごき 町 の 取 り 組 み

※国内累計の感染者数は、クルーズ船事例を除く。（NHK特設サイトから引用）。

１日の国内新規感染者が
1000人を超える

福島県が緊急事態宣言
いわき市が「まん延防止
等重点措置区域」に
その他の市町村は「県独
自対策」（国内感染者累
計1,032,163人、県内6,
481人）

郡山市、
福島市も「まん延防止等
重点措置区域」に

（～9.30）

県独自対策が解除
19都道府県の緊急事態
宣言、福島県を含む８県
のまん延防止措置が解除

県内新規感染者がゼロ人
（2月20日から230日ぶり）

町内18例目の陽性者
町内19例目
町内20例目、21例目

町内22例目、23例目
町内24例目
町内25例目
町内26例目
町内27例目、28例目

町内29例目
町内30例目

全員協議会レポート

接種対象者数

高齢者　対象者数

高齢者以外　対象者数

割　　　合人　　　数全　　　　　体

内　　　　　　　　訳

新型コロナワクチン接種状況 R3.10.11時点

１回目接種済み
２回目接種済み

１回目接種済み
２回目接種済み

１回目接種済み
２回目接種済み

１１, ６９６人
１０, １８５人
８, ９９４人

５, ２１９人
４, ７７７人
４, ７０２人
６, ４７７人
５, ４０８人
４, ２９２人

８７. １％
７６. ９％

９１. ５％
９０. １％

８３. ５％
６６. ３％



議員がまちの“いま”を取材し、レポートします。

ま ち れ ぽ

かわまた議会だより23

　この日はあいにくの雨で、体育館での練習日となりました。

　雨の中、ぞくぞくと子どもたちとママさんパパさんたちが集まってきてあっという間ににぎやかに。

男の子と女の子が楽しそうに話し始めています。この日体験入部に来た子と、誘った子だということで

す。早速、準備体操、練習が始まり、元気な声が体育館に響きます。

　「走ることを通して子どもたちの健やかな成長を」と心を砕いて指導する伊藤哲哉監督。練習を見守

る保護者の皆さん。「走ることは自分との戦い。メンタルが鍛えられます」と話していました。初めは

ぎこちなくても、子どもたちがどんどん上手に体を動かすようになるのをあたたかく見守っていました。

　コロナ禍ですが、子どもたちの最高のリフレッシュの場所としてだけでなく、子どもたちを励まし支

える活動をされていることに、心から尊敬の念を覚えました。

　今回の取材で、少子化が進む川俣町ですが、

まちの宝である子どもたちを大切に見守り、奮

闘する保護者やクラブ関係者の皆さんの姿を見

ることができました。サポート体制や、負担の

軽減などについても、しっかりと考え、応援し

ていきたいと改めて感じました。

【担当】山家　恵子 広報編集委員すごいジャンプ！練習の成果ですね！

子ども同士で教え合う姿に“ほっこり”しました

スポーツ少年団
かわ　 また　 りく　 そう

川 俣 陸 走
取材は10月16日㈯　午前９時～

第1回

●部員数
　５歳～中学生の28人
●練習日
　毎週土曜日　午前９時～正午
●練習場所
福田小学校または飯坂小学校グラウンド
●連絡・問合せ
事務局の飯沼様（☎090－7074－3364）まで。



羽田羽田

吉 田 幹 市吉 田 幹 市さんさん

　

９
月
議
会
は
決
算
議
会
で
す
。
こ
こ

で
少
し
、
町
議
会
決
算
審
査
の
歴
史
に

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
議
員
定
数
は
26
人
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
に

分
か
れ
て
、
所
管
の
事
業
を
審
査
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
お
互
い
の
意

見
、
内
容
の
報
告
は
な
く
、「
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
」
と
い
う
結
果

の
み
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
定
数
は
年
を
追
う
ご
と
に

削
減
さ
れ
、
平
成
27
年
は
12
人
に
ま
で

削
減
と
な
り
、
決
算
審
査
の
方
法
も
、

「
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
全
議

員
で
内
容
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
変
わ

り
、
審
査
報
告
書
も
作
成
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
か

ら
「
常
任
委
員
会
」
と
し
て
常
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
令
和
２
年
に
は
、
そ

れ
ま
で
「
予
算
」「
決
算
」
ふ
た
つ
の

常
任
委
員
会
だ
っ
た
も
の
を
ひ
と
つ
に

し
、「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
と
し
て
、

予
算
と
決
算
を
継
続
し
て
審
査
し
、
意

見
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
決
算
議
案
を
追
認
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
積
極
的
に
意
見
し
、

議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う

改
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
誇
り
に
思

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　

長　

高　

橋　

道　

也

委
員
長　
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源　

吉

副
委
員
長　

菅　

野　

清　

一

委　
　

員　

佐　
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喜
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委　
　

員　

作　

田　

善　

輝

委　
　

員　

山　

家　

恵　

子
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　先日、福田公民館に行った際、「町議会で
アンケート調査を行っているので、協力して
ほしい」と声がかかりましたので、回答して
きました。
　わが町の高齢化率は42㌫となり、ほぼ二
人に一人が高齢者です。地域が限界集落化す
るのも、そう遠くない将来になってきたよう
に思います。
　そこで若い世代の定住率を促進するような
政策を早急に立ち上げる必要性を感じていま
すが、まずは議会議員の若返りを図り、議会
が先頭に立って、若者にとって魅力のある政
策を提言し、当局に積極的に協力して速やか
に実現を図っていくことも戦略の一つと考え
ます。
　そのためには、若者世代の議会への参画を
促すため、議員になることで年収が下がらな
いよう、議員報酬のアップを検討してはどう
か、提案したいと思います。
　地方財政がひっ迫する中、容易ではないこ
とは百も承知していますが、若者の立候補を
増やし、議会の若返りにより、若者の感性、
豊かな発想のもと町政に新風を吹き込むこと
も財政投資の一つと考えれば、高いものでは
ないと考えます。

町議会アンケートに
思うこと

編
集
後
記

編
集
後
記

かわまた議会だより　第179号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

10月20日開催

町村議会議員研修会町村議会議員研修会

議決する責任の重さと地域経営について力説されていました

　議会改革等調査特別委員会が実施した住民アンケ
ートには394人の皆様にご回答をいただきました。
　詳細は、12月議会定例会で報告するほか、次号の
議会だよりに掲載します。

議会アンケートにご協力ありがとうございました

　とうほう・みんなの文化センターで行われ、議
員全員で参加しました。
　講演は「住民から信頼される議会になろう」と
題し、「地方議会ランキング」を公表している調
査機関、早稲田大学マニフェスト研究所から、中
村健事務局長が行いました。
　「二元代表制の一翼を担う議会は、予算を決定
する重要な議決権を持っている。議会が予算を決
定しなければ、町長は執行できない建前になって
おり、より町政に与える責任は大きい」と話され
ました。
　最後には、「議会の力で地域は変わる」と大き
なエールをいただきました。


